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本
年
２
月
の
道
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

で
、「
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

廃
止
の
補
て
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

保
険
料
値
上
げ
は
す
べ
き

　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
。
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

は
市
町
村
の
裁
量
で
は
な

　
　
　
　
　
　

い
の
か
」
と
の
質
問
に
対

　
　
　
　
　
　

し
、
道
は
、「
法
定
外
繰

　
　
　
　
　
　

入
は
市
町
村
の
判
断
で
行

　
　
　
　
　
　

わ
れ
る
も
の
」
と
答
弁
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。「
法
定
外
繰
入
」

　
　
　
　
　
　

は
今
で
も
高
す
ぎ
る
国
保

　
　
　
　
　
　

税
に
対
し
て
、
町
が
住
民

　
　
　
　
　
　

福
祉
、
生
活
を
守
る
た
め

　
　
　
　
　
　

や
む
を
得
ず
と
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
優

　
　
　
　
　
　

れ
た
施
策
で
は
な
い
の
か
、

　
　
　
　
　
　

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
は
法
定
外
繰
入

　
　
　
　
　
　

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　
　
　
　

み
を
言
い
つ
つ
、
法
定
外

　
　
　
　
　
　

繰
入
は「
市
町
村
の
判
断
」

　
　
　
　
　
　
「
禁
止
で
き
な
い
」と
言
っ

て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
広
域
化
に
よ

り
、
低
所
得
世
帯
ほ
ど
税
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
く
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の

も
と
で
、
住
民
と
身
近
に
接
す
る
本
町
が

今
ま
で
ど
お
り
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
を
し
、
負
担
軽
減
を
行
い
、
住
民
の

福
祉
と
く
ら
し
を
守
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

法
定
外
繰
入
は
、
保
険
税
負
担
の
抑

　
　

制
を
図
る
た
め
経
済
政
策
と
し
て
実

施
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
都
道

府
県
化
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
税
の

法
定
外
繰
入
は
全
道
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
段
階
的
に
解
消
す
べ
き
も
の
と
指
導
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
民
の
税
金
を
国
保
に
投
入
す

る
こ
と
は
、
町
財
政
に
重
い
負
担
を
か
け

る
こ
と
、
他
の
法
定
外
繰
入
の
な
い
地
域

の
住
民
と
の
間
で
不
公
平
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
回
の
改
正
を
機
に
、
法
定
外
繰
入
の

解
消
、削
減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
案
第
25
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
29
人
乗
）

　

取
得
価
格　

１
０
，
６
３
２
，
１
３
０
円

議
案
第
26
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
（
８
ト
ン
級
）

　

取
得
価
格　

９
，
１
９
４
，
５
８
０
円

議
案
第
27
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

除
雪
ド
ー
ザ
（
13
ト
ン
級
）

　

取
得
価
格　

１
９
，
７
０
２
，
９
８
０
円

議
案
第
28
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
上
多
和

３
・
４
地
区
排
水
路
復
旧
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
３
８
２
，
０
０
０
円

議
案
第
29
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
川
上
団
地
改
良
住
宅
Ｋ

−

１
号
棟
住
環
境
改
善
事
業
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

１
４
２
，
７
７
６
，
０
０
０
円

議
案
第
30
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
桜
南
町
営
住
宅
建
替
事
業

（
Ｍ

−

４
号
棟
）
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
８
６
８
，
０
０
０
円

議
案
第
31
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
桜
南
町
営
住
宅
建
替
事
業

（
Ｍ

−

５
号
棟
）
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

５
０
，
６
５
２
，
０
０
０
円

議
案
第
32
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

郷
土
館
展
示
機
能
移
転
施
設
改
修
建
築

主
体
工
事

　

契
約
金
額　

１
０
６
，
３
８
０
，
０
０
０
円

議
案
第
33
号

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

事
務
所
移
転
に
よ
る
住
所
変
更
に
伴

い
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

一般質問

町
政
を
問
う

一 般 質 問

問

答

条
例
以
外

法定外繰入をし国保税の値上げを行わないこと 深見  　迪               
議員

町　長 　法定外繰入の解消を目指す
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農
作
業
機
械
の
大
型
化
と
コ
ン
ト
ラ

　
　

ク
タ
ー
を
利
用
す
る
農
家
の
増
加
に

伴
い
、
農
道
で
の
交
差
が
困
難
な
状
況
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
対
策
と
し
て
退
避

場
の
設
置
、
取
り
付
け
道
路
の
改
修
、
交

差
点
の
拡
幅
等
の
整
備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
法
面
の
崩
落
な
ど
近
年
の
集
中

　
　
　
　
　
　

豪
雨
に
よ
り
町
道
の
傷
み

　
　
　
　
　
　

も
多
い
。
グ
レ
ー
ダ
ー
な

　
　
　
　
　
　

ど
で
の
修
復
だ
け
で
は
限

　
　
　
　
　
　

界
が
あ
る
。
点
検
を
し
、

　
　
　
　
　
　

町
道
の
強
度
化
な
ど
の
対

　
　
　
　
　
　

策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
　

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

旅
行
シ
ー
ズ
ン
と
農
繁

　
　
　
　
　
　

期
が
重
な
り
、
ツ
ー
リ
ン

　
　
　
　
　
　

グ
旅
行
者
と
農
作
業
者
と

　
　
　
　
　
　

の
不
慮
の
事
故
が
過
去
に

　
　
　
　
　
　

は
あ
り
、
離
農
に
追
い
込

　
　
　
　
　
　

ま
れ
る
事
態
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

ツ
ー
リ
ン
グ
旅
行
者
と
の

　
　
　
　
　
　

事
故
に
つ
い
て
、
町
は
実

　
　
　
　
　
　

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　

と
安
全
、
安
心
な
農
作
業

　
　
　
　
　
　

を
保
障
す
る
た
め
に
も
、

　
　
　
　
　
　

看
板
の
設
置
や
注
意
喚
起

　
　
　
　
　
　

の
方
策
を
講
じ
て
は
ど
う

　
　
　
　
　
　

か
。　

　

保
護
者
の
希
望
に
応
じ
て
言
語
指
導
が

必
要
と
判
断
し
た
子
に
つ
い
て
は
、
審
査

判
定
を
受
け
、
言
語
障
害
特
別
支
援
学
級

が
望
ま
し
い
場
合
は
言
語
支
援
学
級
を
設

置
し
、
言
語
の
通
級
指
導
が
望
ま
し
い
と

判
定
さ
れ
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
言
語

障
害
特
別
支
援
学
級
ま
た
は
通
級
指
導
教

室
に
お
い
て
通
級
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

4

一般質問
　
　

北
海
道
は
保
育
料
の
第
二
子
の
無
料

　
　

化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
年
収
６
４
０
万
円
以
下

と
い
う
所
得
制
限
の
撤
廃
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
３
歳
児
未
満
に
限
る
と
い
う
年

齢
制
限
を
無
く
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

保
育
料
に
よ
る
町
の
収
入
は
、
本
年
度

の
予
算
で
、
一
時
保
育
、
延
長
保
育
を
除

け
ば
全
体
で
４
，
６
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ

る
が
、
将
来
的
に
保
育
料
の
無
料
化
を
視

野
に
入
れ
、
当
面
第
一
子
の
保
育
料
を
半

額
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

北
海
道
で
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

　
　

か
ら
多
子
世
帯
の
保
育
料
負
担
軽
減

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

第
二
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を

無
償
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
７

名
が
道
の
軽
減
対
象
に
な
る
。

　

他
に
も
子
育
て
応
援
を
し
て
い
る
の

で
、
所
得
制
限
や
年
齢
制
限
の
撤
廃
は
考

え
て
い
な
い
。

　

第
一
子
の
保
育
料
半
額
に
つ
い
て
は
、

国
や
道
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
負
担
の
あ

り
方
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
「
こ
と
ば
の
教
室
」
は
、
文
部
科
学

　
　

省
の
特
別
支
援
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
別
支

援
学
級
の
児
童
生
徒
の
多
く
は
言
語
に
も

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
重
複
障
が
い
の
子

が
多
い
。

　

言
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
普
通
学
級
あ
る
い
は
他
の
特
別
支

援
学
級
か
ら
一
定
の
時
間
通
い
、
言
葉
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
「
こ
と

ば
の
教
室
」
を
設
置
し
「
こ
と
ば
の
通
級

指
導
」
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

言
語
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

　
　

は
、
小
学
校
２
校
で
５
名
い
る
。
重

複
障
が
い
等
で
言
語
指
導
を
受
け
て
い
る

児
童
は
１
名
い
る
。　
　
　

問答

問

答

深
見　
　

迪
議
員

北
海
道
の
保
育
料
制
度
独

自
拡
充
を
機
に
保
育
料
の

更
な
る
軽
減
を

小
学
校
及
び
中
学
校
に「
こ

と
ば
の
教
室
」
開
設
を

問

深
見　
　

迪
議
員

基幹産業にふさわしい農道整備の充実を 渡邊  定之               
議員

町　長 　今後も取り組んでいきたい

ひまわり保育園 
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３
月
定
例
会
で
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　

の
建
設
場
所
が
虹
別
の
離
農
跡
地
に

予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
話
が
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
交
渉
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
が
西

別
川
関
係
の
漁
業
者
と
の
話
し
合
い
の
内

容
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
伺

　
　
　
　
　
　

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
３
月
17
日
と
22

　
　
　
　
　
　
　
　

日
に
関
係
す
る
２
つ

　
　
　
　
　
　

の
漁
協
が
食
肉
加
工
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
に
反
対
す
る
決
議
が

　
　
　
　
　
　

あ
り
、
さ
ら
に
強
い
反
対

　
　
　
　
　
　

が
示
さ
れ
た
。
食
肉
加
工

　
　
　
　
　
　

施
設
整
備
検
討
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　

は
経
過
を
含
め
、
今
後
の

　
　
　
　
　
　

推
進
方
針
な
ど
も
検
討
確

　
　
　
　
　
　

認
し
、
５
月
30
日
根
室
管

　
　
　
　
　
　

内
漁
協
組
合
長
会
・
根
室

　
　
　
　
　
　

管
内
さ
け
ま
す
増
殖
事
業

　
　
　
　
　
　

協
会
と
の
協
議
を
持
っ
た

　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
流
域

　
　
　
　
　
　

に
暮
ら
す
も
の
と
し
て
こ

　
　
　
　
　
　

れ
ま
で
の
流
域
保
全
の
取

　
　
　
　
　
　

り
組
み
や
今
後
展
開
で
き

　
　
　
　
　
　

る
取
り
組
み
な
ど
を
説
明

　
　
　
　
　
　

し
、
さ
ら
に
は
排
水
処
理

　
　
　
　
　
　

計
画
な
ど
説
明
し
理
解
を

　
　
　
　
　
　

求
め
た
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

建
設
予
定
地
を
進
め
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
り
、
下
流
域
関
係
者
と
継
続
協
議
し
、

ご
理
解
い
た
だ
く
べ
く
作
業
を
進
め
て
い

く
。

5

一般質問
　
　

現
在
の
道
路
は
古
く
、
狭
い
も
の
で

　
　

あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
待
避

所
の
設
置
や
交
差
点
の
拡
幅
は
、
安
全
な

交
通
の
確
保
と
農
作
業
の
効
率
化
に
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
町
道
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度
、

優
先
度
を
考
慮
し
、
対
処
し
て
い
く
。

　

旅
行
者
と
農
作
業
者
の
交
通
事
故
対
策

は
、
関
係
団
体
と
協
力
を
し
、
交
通
安
全
運

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
運
動
の
重
要
な
役

　
　

割
を
果
た
し
て
き
た
生
涯
学
習
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
運
動
の
分
野
で
は
、

今
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
地
域
に

根
付
か
せ
る
た
め
に
も
、
専
任
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
が
健

康
づ
く
り
指
導
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は
、
ま
す
ま

　
　

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
る

が
現
在
は
欠
員
で
あ
る
。
引
き
続
き
確
保
に

努
力
し
て
い
く
。

　

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
今
後
本

来
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く

り
運
動
指
導
員
の
増
員
を
し
て
課
題
解
決
を

し
た
い
。

　

今
ま
で
の
地
域
の
取
り
組
み
の
中
で
得
た

ア
イ
デ
ア
等
提
言
し
て
ほ
し
い
。

問 答

問

答

渡
邊　

定
之
議
員

生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

確
保
が
必
要
で
は
な
い
か

答

食肉加工センター建設の見通しは 黒沼 俊幸               
議員

町　長 　継続協議を進める

と畜場建設予定地 



6平成29年８月１日　発行

一般質問

　
　

北
海
道
は
、
林
業
作
業
員
長
期
就
労

　
　

促
進
と
し
て
、
林
業
労
働
者
へ
の
助

成
事
業
を
平
成
５
年
か
ら
開
始
し
た
。
林

業
労
働
者
の
育
成
・
確
保
を
総
合
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
就
労
日
数
に

応
じ
１
４
０
日
以
上
２
５
０
日
を
上
限
と

し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
で
、
北
海

　
　
　
　
　
　

道
と
市
町
村
が
１
−
２
、

　
　
　
　
　
　

事
業
主
・
作
業
員
が
１
−４

　
　
　
　
　
　

を
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
も

　
　
　
　
　
　

の
で
す
。
加
入
要
件
は
、

　
　
　
　
　
　

事
業
主
が
中
小
企
業
退
職

　
　
　
　
　
　

金
共
済
制
度
又
は
林
業
退

　
　
　
　
　
　

職
金
共
済
制
度
に
加
入

　
　
　
　
　
　

し
、
作
業
員
も
被
共
済
者

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
こ
と
等
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
体
の
中
で
も
加
入

　
　
　
　
　
　

し
て
い
る
方
と
加
入
し
て

　
　
　
　
　
　

い
な
い
方
が
い
る
と
聞
い

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
奨
励
金
制
度
は

　
　
　
　
　
　

林
業
労
働
者
か
ら
大
変
喜

　
　
　
　
　
　

ば
れ
て
お
り
優
秀
な
林
業

　
　
　
　
　
　

労
働
者
を
確
保
す
る
う
え

　
　
　
　
　
　

か
ら
も
全
事
業
者
の
加
入

　
　
　
　
　
　

を
図
る
た
め
、
事
業
主
・

　
　
　
　
　
　

本
人
負
担
分
を
町
が
負
担

　
　
　
　
　
　

す
る
考
え
は
な
い
か
。
助

　
　
　
　
　
　

成
対
象
年
齢
が
満
65
歳
未

　
　
　
　
　
　

満
と
な
っ
て
い
る
が
65
歳

　
　
　
　
　
　

と
い
う
年
齢
は
ま
だ
働
き

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
て
、
憩

　
　

の
家
か
や
沼
の
経
営
を
さ
れ
て
い
る

㈱
標
茶
町
観
光
開
発
公
社
の
経
営
に
対
し

て
、
昨
年
９
月
の
全
員
協
議
会
で
第
38
期

決
算
書
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

指
摘
を
さ
れ
現
在
も
協
議
が
続
い
て
い
る

の
で
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　
　
　
　

①
中
で
も
第
三
者
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　

よ
る
監
査
の
必
要
性
は

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
５
月
29
日
の

　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会
で
も
話
さ

　
　
　
　
　
　
　

れ
た
「
朝
令
暮
改
」
を

　
　
　
　
　
　
　

繰
り
返
す
こ
と
を
避
け

　
　
　
　
　
　
　

る
た
め
に
も
再
度
確
認

　
　
　
　
　
　
　

す
る
。
町
監
査
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　

対
し
て
地
方
自
治
法
第

　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
条
第
７
項
の
規

　
　
　
　
　
　
　

定
に
基
づ
く
監
査
を
町

　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員
に
要
請
し
て

　
　
　
　
　
　
　

頂
き
た
く
思
う
が
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

  

②
町
が
出
し
て
い
る
出
資

　
　
　
　
　
　
　

金
、
あ
る
い
は
平
成
29

　
　
　
　
　
　
　

年
３
月
31
日
ま
で
の
期

　
　
　
　
　
　
　

限
で
町
条
例
に
よ
り
貸

　
　
　
　
　
　
　
　

し
付
け
た
１
，
０
０
０
万

　
　
　
　
　
　
　
　

円
の
未
納
が
発
生
す
な

　
　
　
　
　
　
　

ど
、
と
て
も
正
常
な
経

　
　
　
　
　
　
　

営
と
は
思
え
な
い
、
現

　
　
　
　
　
　
　

在
の
経
営
状
況
と
今
後

　

こ
の
会
社
を
ど
う
運
営
を
す
る
か
、
貸

　

し
付
け
た
金
は
い
つ
頃
返
済
の
見
通
し

　

に
な
る
の
か
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
町

　

条
例
に
よ
り
貸
し
付
け
た
１
，
０
０
０

　

万
円
の
支
払
い
を
先
延
ば
し
し
た
と
の

　

報
道
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
引
き
延
ば

　

し
を
す
る
た
め
の
規
約
・
条
例
等
が
存

　

在
す
る
の
か
町
民
に
分
か
り
や
す
く
説

　

明
を
求
め
る
。

③
経
営
責
任
は
観
光
開
発
公
社
社
長
に
あ

　

る
が
、
金
銭
的
に
不
安
が
生
じ
た
ら
資

　

金
は
町
が
出
す
の
が
第
三
セ
ク
タ
ー
で

　

あ
る
。
と
５
月
29
日
の
全
員
協
議
会
で

　

説
明
し
て
い
た
が
間
違
い
な
い
か
説
明

　

を
求
め
る
。

④
何
故
に
取
締
役
会
は
自
ら
金
融
機
関
に

　

融
資
を
求
め
な
い
の
か
説
明
を
求
め

　

る
。

⑤
観
光
開
発
公
社
は
支
配
人
選
任
に
重
き

　

を
置
い
て
い
る
が
、
私
は
監
査
役
は
更

　

に
重
要
と
思
う
の
だ
が
、
現
在
は
１
名

　

欠
員
で
あ
る
。
町
長
は
こ
の
現
状
を
ど

　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

　

い
。

　
　

標
茶
町
財
務
規
則
に
よ
り
債
権
管
理

　
　

の
手
続
き
を
定
め
、
町
に
対
し
て
支

援
を
求
め
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
と
民
間
が
共
同
出
資
し

公
共
性
の
高
い
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
が
支
援
を
す
る
も
の
と
解

釈
し
て
い
る
。
公
人
で
あ
る
町
長
が
資
金

支
援
を
行
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
国

の
見
解
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
款
21
条
に
お
い
て
監
査
役
は
株
主
総

会
に
お
い
て
選
任
す
る
こ
と
か
ら
準
備
を

し
て
い
く
。

問

答

森林作業員への奨励金負担を上乗せするべき 鈴木  裕美               
議員

町　長 　林業担い手育成・確保に努力する

問

㈱標茶町観光開発公社への町監査委員による監査請求について 櫻井  一隆               
議員

町　長 　出資団体への監査を要求していく

憩の家  かや沼
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矢
臼
別
演
習
場
騒
音
対
策
と
し
て
茶

　
　

安
別
の
一
部
実
施
さ
れ
て
い
る
。
住

民
の
願
い
で
も
あ
る
対
策
事
業
地
域
の
拡

充
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

地
域
拡
大
に
つ
い
て
防
衛
局
へ
検
討

　
　

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

　
　

憩
の
家
か
や
沼
の
営
業
不
振
に
至
る

　
　

原
因
究
明
を
明
ら
か
に
し
、
自
立
再

建
が
可
能
で
あ
る
か
。

　
　

今
後
、
改
善
計
画
を
ベ
ー
ス
に
ス

　
　

タ
ッ
フ
を
確
保
し
経
営
の
建
て
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の
供
用

　
　

開
始
は
約
10
ケ
月
後
に
迫
っ
て
い

る
。
昨
年
の
６
月
定
例
会
で
維
持
管
理
業

務
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
町
内
事
業
所

の
参
加
等
に
つ
い
て
も
含
め
て
ど
の
よ
う

な
内
容
で
検
討
し
て
い
る
の
か
現
在
の
作

業
状
況
は
。

　
　

町
内
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
担

　
　

当
者
レ
ベ
ル
で
今
後
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　
　

西
別
川
上
流
域
の
植
樹
活
動
を
毎
年

　
　

行
な
っ
て
い
る
が
、
流
域
に
は
町
有

地
も
多
く
、
ま
た
、
地
域
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
も
あ
り
、
河
川
の
汚
染
に

十
分
配
慮
し
た
対
応
を
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。　
　
　

　
　

今
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
河
畔

　
　

林
を
整
備
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

最
近
道
路
の
痛
み
（
特
に
ア
ス
フ
ァ

　
　

ル
ト
）
が
ひ
ど
い
。
保
守
点
検
は
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
危
険
な
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
早
急
に
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
緊
急
性
に
応

　
　

じ
て
対
処
し
て
い
く
。

一般質問・総括質疑

盛
り
な
の
で
、
北
海
道
に
対
し
年
齢
制
限

の
引
き
上
げ
を
要
請
を
す
る
べ
き
だ
。
町

広
報
誌
に
各
種
退
職
金
共
済
制
度
の
周
知

を
す
べ
き
。

　
　

森
林
整
備
担
い
手
対
策
推
進
事
業
と

　
　

し
て
実
施
し
本
年
度
は
40
名
の
助
成

を
図
る
事
と
し
て
い
る
。
林
業
従
事
者
も

担
い
手
不
足
と
高
齢
化
が
進
み
雇
用
動
向

等
注
視
し
林
業
推
進
協
議
会
の
意
見
も
伺

い
検
討
す
る
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
は
税
制
上
の
優
遇
制
度
等
の
情
報
提
供

等
、
一
層
の
推
進
を
図
る
。

　

町
発
注
の
事
業
請
負
業
者
に
つ
き
ま
し

て
は
共
済
制
度
の
加
入
が
条
件
で
あ
り
、

今
後
も
林
業
担
い
手
育
成
確
保
に
向
け
た

通
年
雇
用
化
や
就
業
環
境
の
改
善
な
ど
促

進
し
て
い
く
。

総　
括　
質　
疑

予
算
審
査
特
別
委
員
会

問

答

本
多　

耕
平
議
員

「
騒
音
対
策
を
進
め
る
べ
き
。」

答「
原
因
究
明
こ
そ
再
建
へ
の
道
。」

問答

熊
谷　

善
行
議
員

問答 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
の

維
持
管
理
業
務
の
委
託
は
。」

渡
邊　

定
之
議
員

「
西
別
側
流
域
の
河
川
環
境
の

今
後
は
。」

問

答菊
地　

誠
道
議
員

「
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
聞
く
。」

問答

道路パトロール


